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報道資料 

令和７年１月 30 日 

報道機関各位 

 

国立大学法人長岡技術科学大学  

 

「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）」の採択について 

 

 文部科学省の令和 6 年度「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）」（以下、本事業）に、本

学が提案した「公立大・高専連携による技術科学コンセプトの拡張とソーシャルインパクト創出型 SX 研究大学

の創生」が採択されました。 

 

本事業は、地域の中核大学や特定分野の研究に強みを持つ大学が、その強みや特色のある研究力を核とし

た戦略的経営の下、他大学との連携等を図りつつ、研究活動の国際展開や社会実装の加速等により研究力

強化を図る環境整備を支援することで、我が国全体の研究力の発展を牽引する研究大学群の形成を推進する

ことを目的としています。 

 

 採択された事業の概要は別紙のとおりです。 

 

 なお、2 月 28 日（金）の定例記者会見にて、本事業の構想を説明いたしますので、ご取材ください。 

 

 【学長コメント】 

 このたび令和６年度の J-PEAKS に採択され本学が果たすべき役割の大きさに大変重い責任を感じておりま

す。 

 開学５０周年を迎えるタイミングでの本事業の採択は、開学以来取り組んできた産学連携、高専連携による

実績と、あらたなソーシャルインパクトを創出し持続可能な社会の構築を目指す研究とそのシステムが評価さ

れたものと考えます。 

 今後、地域社会の課題解決と日本の研究力をけん引する研究大学群の一員として、地域・社会に対して更な

る貢献が出来るよう努めてまいります。 

 

 

≪問い合わせ先≫ 

 定例記者会見に関する問い合わせ：  大学戦略課 企画・広報室  電話：0258-47-9209 

                                            メール：skoho＠jcom.nagaokaut.ac.jp 

 事業に関する問い合わせ： 産学連携・研究推進課 地域共創室 電話：0258-47-9275 

                                          メール：chiiki＠jcom.nagaokaut.ac.jp 
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【公立大・高専連携による技術科学コンセプトの拡張とソーシャルインパクト創出型 SX 研究大学の創生】 

 

 提案大学：国立大学法人長岡技術科学大学 

 連携大学：公立大学法人大阪 大阪公立大学、公立大学法人 国際教養大学、 

        学校法人新潟科学技術学園 新潟薬科大学 

 

 事業概要：  

  ■１０年後に目指す大学像■ 

 SX 研究大学とは、社会と大学のサスティナビリティの共進化により、社会変革を生み出し続ける大学像であ

る。 

「日本ブランド」を育んだ「技術科学」のコンセプトを「総合知」へ拡張し、海外連携を活用して研究の質を向上

する。国内連携により「バーチャル総合大学化」を果たすとともに、公立大・高専連携を活用した産官学金民と

の対話とエンゲージメントを通じて「ソーシャル・インパクト」を生み出し続ける地域を牽引する研究大学として機

能を強化し、これら取り組みを通じて世界トップ 1%(THE ランク 300 位相当)の SX 研究大学を目指す。 

 

 ■４つの社会変革ターゲット■ 

①ビヨンド・マニュファクチャリング（製造・モビリティ等） 

②ビヨンド・リソース（資源・エネルギー・食料生産・農業等） 

③ビヨンド・プロテクション（環境・水・廃棄物・リサイクル等） 

④ビヨンド・プロモーション（地域振興・高齢化・少子化等） 

 

 事業期間： 令和７年４月～令和１２年３月（５年間） 

 

 事業規模： 総額５５億円（連携大学分含む）  

 



地域間連携を大学が牽引 ： 魅力✕魅力=価値創造「新・日本ブランド」

ソーシャル・インパクト創出型SX研究大学の価値創造プロセス
■１０年後に目指す大学像■

SX研究大学とは、社会と大学のサスティナビリティの共進化により、社会変革を生み出し続ける大学像である。

「日本ブランド」を育んだ「技術科学」のコンセプトを「総合知」へ拡張し、海外連携を活用して研究の質を向上する。

国内連携により「バーチャル総合大学化」を果たすとともに、公立大・高専連携を活用した産官学金民との対話と

エンゲージメントを通じて「ソーシャル・インパクト」を生み出し続ける地域を牽引する研究大学として機能を

強化し、これら取り組みを通じて世界トップ1%(THEランク300位相当)のSX研究大学を目指す。

■ベンチマーク大学(LUT)へのキャッチアップ■

−数値目標 (10年後)− −定性側面−

◼世界TOPレベルのSX研究大学

◼国際研究拠点としての地位確立

◼論文執筆制度の導入による国際連携強化

連携を生かしたSX研究力強化
海外トップレベル大学とイノベーション・コモンズで日常的に共同研究を推進

国内大学と連携し、リベラルアーツ・デザイン思考・生命科学との融合研究を推進
研究組織を機動的に組み換え、研究ユニット内に企業or海外教員を必須化し総合知を推進

「テック✕」 による技術科学の拡張
連携大学の支援による「バーチャル総合大学化」による教育の充実と効率化
「テック✕」の拡大と、マルチステークホルダーとの連携による総合知活動推進
技と知恵を両立した人材による、細かな配慮の行き届いた「日本ブランド」の再興

教職員・大学院生の人材育成

学部２年間＋大学院(修士・博士)の７年一貫のSX研究人材育成コースの新設
修士学生論文執筆支援システムの導入により全学に「書く力」を涵養

職員・研究支援人材のスキルアップに資する教職員の海外・企業・行政研修の推進

優れた欧米の研究者の獲得と交流
「海外トップレベル教員」人事制度の導入と英語話者教職員の受入体制整備

論文執筆を義務とする短期研究員相互受入制度「Visiting Scholar Program」
英国本学オフィスの設立と国際URAの雇用によるタレントマネジメント

研究支援体制整備と人材の獲得と育成
博士取得人材のURA雇用・教員とURAの相互転換制度による研究支援人材の育成

ジュニア研究グループ制度の導入により若手研究者の研究専念支援
日本最大のリモート機器共用システムの拡充と支援体制強化

マルチステークホルダーとの対話とエンゲージメント
社会変革に必要不可欠な産官学金民との対話とエンゲージメントを重視

7年一貫のSX研究コース生による地域企業のReスタートアップの支援制度
博士学生の能力を地域企業に反映させる仕組み(新事業創出インターンシップ等)
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外部資金総額

34.08億円

国内連携拠点数

7拠点

GTPオフィス数
（海外連携拠点）

9カ国12拠点

ラッペーンランタ・ラハティ工科大学 (LUT) は、フィンランドの公立科
学大学であり生命を生む資源としてのエネルギー・水・空気の分野に集
中投資したSX研究大学の一つである。2015年からの10年間で飛躍的
に成長した大学であり、ベンチマークだけでなく、本事業に参画し、共に
切磋琢磨する。LUTの成長の例:Top10％論文比率が2013年からの
10年間で18.2%から28.9%に向上
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４0%
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研究力の向上戦略目指す大学像に向けて 研究リソース
(インプット)

教育
より幅広い学び
より実践的な学び

社会貢献
社会変革を実現
するための連携強化

公立大・高専連携
自治体連携強化
クリティカルマス

研究
論文の質の
さらなる向上

国際連携
国際的知名度の向上
異なる考え方の導入

留学生比率

11.5%

共創拠点(GX棟)

受託研究･事業費

10.28億円

共用リモート

機器数

9６機器

アウトカムアウトプット
(5年後目標)

ソーシャルインパクト
（目指す社会変革のイメージ）

(LUT大学の数値)

改革のモチベーション

価値創造に基づくリソースの獲得手法の多様化と運用手法の開発
地域中核大学アライアンス法人設立・国際機関連携・公共エンゲージメント・海外大学とのフィランソロピー団体連携・ESG投資の寄付

■スローガン■
SX研究大学としてトップ1%！

研究者全員が企業と連携し社会変革を創出！
新・日本ブランドで世界に訴求！

３年間増加率：1.56倍

３年間増加率：2.06倍

KPI指標有

S
X

国際共著論文
比率の向上

40%

修士課程学生論文
執筆数の向上

40報

学生当たり大学発
スタートアップ数

全国１位
（起業支援オフィス）

海外研究者受入数
（2週間以上）

40名

研究者の
企業連携率

100%

TOP10%雑誌
掲載比率の向上

30%

研究者間での
レピュテーション

の向上

学生の満足度向上

学生(特に博士学生)
の就職先からの評価

の向上

研究支援教職員の
定着率の向上

地域企業の
Reスタートアップ

創出による廃業の減少

「総合知」を活用した
新しい価値の創造に
基づくWell-Being

の実現

日本が日本らしく
ある社会
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活躍する社会

ネットによる分断
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皆が善人になる社会
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がない社会

国際基準での
ソーシャルインパクト
に基づく大学評価

=SX研究大学TOP1％

ヒトがヒトらしく
ある社会

離島や遠隔地でも
快適に住める社会

農林水産業が就職先
として日常にある社会

3K労働のない社会

立地自治体・支援
自治体からの評価向上

連携拠点構築数

海外15拠点

提案内容の概要

■４つの社会変革ターゲット■

①ビヨンド・マニュファクチャリング②ビヨンド・リソース

③ビヨンド・プロテクション ④ビヨンド・プロモーション


